
ここにも、一つの物語。
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平
成
28
年
に
誕
生
し
た
エ
コ
テ
ィ

か
わ
ね
は
、
川
根
本
町
の
魅
力
を
町

内
外
に
伝
え
る
た
め
、
町
の
自
然
を

活
か
し
た
観
光
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
農
林
業
や
商

工
業
な
ど
の
地
域
産
業
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
町
全
体
の
活
性
化
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
町
の
自
然
を
活
か
し
た
体
験
型
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、
川
根
本
町
の
観
光
の
目
玉

事
業
。
特
に
長
島
ダ
ム
の
周
辺
資
源

を
活
か
し
た
環
境
学
習
や
散
策
、
水

上
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
は
リ
ピ
ー
タ

ー
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね
で
は
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
に
少
人
数
の
参
加
者
に
対
し

て
ガ
イ
ド
を
配
置
し
、
対
話
が
で
き

る
関
係
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
親
密

な
ガ
イ
ド
を
重
ね
る
こ
と
で
、
安
心

感
や
親
近
感
を
持
っ
て
再
来
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

同
団
体
で
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
上

げ
た
観
光
ガ
イ
ド
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
教
え
る
「
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
町
全
体
に
来

町
者
が
満
足
す
る｢

お
も
て
な
し｣

が
広
が
れ
ば
、
川
根
本
町
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
増
え
、
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
獲

得
に
つ
な
が
り
、
関
係
人
口
の
拡
大

が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
長
島
ダ
ム
は
、｢

地
域
に
開
か
れ
た

ダ
ム｣

と
し
て
、
大
井
川
と
い
う
資

源
で
結
ば
れ
た
流
域
の
自
治
体
や
住

民
の
水
資
源
の
確
保
や
利
水
を
促
し
、

大
井
川
を
軸
と
し
た
ブ
ラ
ン
ド
確
立

を
目
標
に
地
域
活
性
化
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
7
月
に
は
、
町
内
外
の
住

民
の
交
流
が
期
待
さ
れ
て
い
る
「
森

と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ダ
ム
の
役
割
を
学

習
し
な
が
ら
、
周
辺
資
源
の
散
策
を

同
時
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
、
観

光
と
教
育
を
兼
ね
た
事
業
で
す
。
町

外
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
、
地
域
の

人
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
画
期
的

な
イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
か
ら
事
前
予
約
制
で

ダ
ム
内
部
の
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し

た
り
、
町
や
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね
な
ど

の
団
体
と
連
携
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の

運
営
や
カ
ヤ
ッ
ク
・
Ｓ
Ｕ
ｐ
愛
好
者

の
た
め
の
湖
面
利
用
に
協
力
し
て
い

ま
す
。

　エコティかわねは、設立当初から
観光と自然、地域経済、住民間のコ
ミュニティ形成を軸に活動を続けて
きました。その活動に共感した会員
は「やってみたいこと」を仲間と共
有して、活動の中で実践しています。
一方的な「観光案内」ではなく、お
客さまと一緒に「経験」することで、

「町の魅力」を共有することを大切
にしています。　　
　お客さま自身が特別感や幸福感を
感じてもらえるように ｢おもてなし」
精神で接するようにすれば、町に親
近感を抱いてくれて、「もっと町を知
りたい」「また行ってみたい」につな
がるはずです。 （芦沢さん）

訪れる人に川根本町の魅力を ｢教える｣ のではなく、
体験を共有して、｢感じる｣ ことが大切

エコティかわね
芦
あしざわ

沢 哲
て つ や

哉さん（右）
丸
ま る の

野 宏
ひ ろ か

夏さん（左）

● 森と湖に親しむ旬間のご案内 ●
森林や湖に親しむことで心身をリフレッシュしながら、森林やダムなどが持つ自然豊かな空間や、
社会生活に果たしている役割について理解を深めてもらうイベント。（新型コロナウイルス感染

症のまん延状況により、中止する場合があります）

▶ 2022年7月21日（木）～31日（日）
▶ 内容　① ダム内部の見学ツアー
　　　　 ② ダム湖の巡視体験　ほか

▷ 最新情報は、長島ダムの公式
ホームページでご確認ください。

長
島
ダ
ム
が
お
も
し
ろ
い
！

▷『手づくり郷土賞』は社会資本と関わりを持つ地域作りの
優れた取り組みを国土交通大臣が表彰するもの。

川
根
本
町
を
誇
り
に
思
い
「
伝
え
る
」

こ
と
が
新
し
い
関
係
人
口
を
生
み
出
す

関係人口拡大につながる地域の取り組み関係人口拡大につながる地域の取り組み

▷ 接岨湖を利用したカヤック体験や SUP、ダム周辺の散策
など自然鑑賞会を実施。町の関係団体と連携して、流域住民
や町内の子どもたちに大井川の恵とダムの役割を教える。

関
係
人
口
拡
大
の
鍵
は
、

川
根
本
町
を「
好
き
に
な
る
こ
と
」

関
係
人
口
の
こ
れ
か
ら

　
今
回
取
材
を
し
た
皆
さ
ん
に
『
関
係

人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
』
と
問
い
か

け
る
と
「
町
を
訪
れ
る
人
に
、
川
根
本

町
を
自
信
を
持
っ
て
好
き
だ
と
伝
え
る

こ
と
」と
口
を
そ
ろ
え
て
話
し
ま
す
。「
こ

の
町
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
若
い

人
や
移
住
者
に
は
新
鮮
な
魅
力
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
魅
力
を
発
信
す
る
活
動

を
継
続
す
れ
ば
関
係
人
口
拡
大
に
つ
な

が
る
は
ず
」
と
続
け
ま
す
。

　
地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、
関
係
人

口
の
拡
大
を
図
る
と
き
に
重
要
な
こ
と

は
、
地
域
内
外
の
人
が
互
い
に
積
極
的

に
関
わ
り
、「
町
の
魅
力
や
欠
点
」
を

共
有
す
る
こ
と
。
来
町
者
の
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
合
う
も
の
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
地
域
に
若
い
世
代
や
新
し
い
発
想
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
決
し
て
簡
単
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
関
係

人
口
に
当
た
る
人
た
ち
は
、
地
域
へ
の　

情
熱
や
愛
着
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
と

い
え
ま
す
。
地
域
の
魅
力
発
信
と
住
民

と
の
継
続
し
た
関
係
づ
く
り
が
、
関
係

人
口
の
創
出
と
拡
大
に
必
要
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地域おこし協力隊も
ガイドで活躍してます

エコティかわねの活動の成果が実る地域の皆さん！
ぜひご参加ください

▶ 表彰状を受け取った芦沢哲哉さん(中央)

● 令和３年度手づくり郷土賞受賞 ●


